
開校記念日にあたって

校長 村田 昌俊

10 月 20 日に開催されました本校吹奏楽部の定期演奏会には、ご家族・生徒・卒業生、
地域の皆様、延べ 260名の方々にお越しいただきありがとうございました。Ａ編成として
は 12 年ぶりに全道大会に出場した吹奏楽部の素晴らしい演奏に魅了された方々も多かっ
たのではないでしょうか。11 月 2 日には近文小学校で開催されますフレッシュコンサー
ト、12 月 7 日に開催されるジョイントコンサート（旭川信金主催）と地域の活動にも花
を添える機会をいただきました。ぜひ、多くの皆様に聴いていただきたいと思います。

11月 4日は北門中学校は創立 59年目の開校記念日を迎えます。来年はいよいよ開校 60
周年です。現在の校舎は改築してから 37 年目を迎え、やや老朽化が目立ち、ところどこ
ろ修理する箇所が多くなってきています。できるところから修繕をしていきたいと思って

います。

さて、本校の生徒数が最も多かったのは開校して 4 年目の昭和 38 年度です。当時の在
籍生徒は 1,166 名（学級数は 24 学級）、教職員は 41 名でした。当時の部活動は選手活動
と位置づけられており 7つの部（野球・陸上・バレー・卓球・テニス・バスケットボール
・スキー）が活動していました。当時と比較しますと、現在の本校生徒数は 450名と減少
していますが、部活動の設置数はスポーツ系 9部、文化系 4部（郷土史研究は休部中）を
設置しています。今後は生徒の動向に合わせて、部活動の設置数も検討していく必要もあ

ります。

昭和 35 年から平成 30 年度までの北門中学校を卒業した生徒総数は 15,841 名を数えて
います。卒業生は全国に広がっており、地元旭川市内においても多くの卒業生が第一線で

活躍しています。開校当時、グラウンドにあった楓の木は、校門から入ってすぐ左側にあ

る知里幸恵さんの文学碑の後にあり、本校で学んだ親子・孫の 3世代の方々の成長を見守
っている樹木です。

さて、これからの北門中学校ですが。令和 3年の 2月を目途に、本校も近文小学校、北
光小学校、大有小学校とのコミュニテイスクール（連携型）となります。当初はこれまで

の教育活動と大きな変わりはありませんが、小中学校 9年間を通した児童生徒の育成を中
心とした教育システムの確立に向けて段階的に連携を図っていくことになります。令和 2
年度以降の中学校入学予定の生徒数はほぼ横ばいの時期が続きますが、本校もこの後、10
年後くらいから、徐々に入学する生徒数の減少が始まっていきます。生徒数が減り学校規

模が少しずつ減っていくことになりますが、地域に開かれた教育の推進、きめ細かな質の

高い教育内容への充実を図ることを目標として、保護者や地域の方々から愛され、皆さん

のご支援とご協力をいただける学校でありたいと心から願っているところです。

今後、保護者・地域の皆様に、小学校入学後から中学校卒業までの義務教育 9年間で、
北門中学校の校区の子どもたちにどうのような力をつけたらよいのか？ 15 歳となった青
年達がどのような生徒に育ってほしいかということについて、保護者・地域の皆様から、

ご意見・提言をいただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
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２日(土) ふれあいコンサート（近文小）

３日(日) 文化の日

４日(月) 開校記念日・振替休日

５日(火) 職業講話(１年)

６日(水) 部活動中止

７日(木) 学力テスト(全学年)

１１日(月) 保護者懇談(１、２年・～１５日)

３年進路相談(～１５日)

１８日(月) 音楽劇｢消えた海賊｣鑑賞(１、２年)

２０日(水) 常任委員会⑨

２１日(木) 避難訓練

２３日(土) 勤労感謝の日

２５日(月) 全校集会⑦（不審者対策）

部活動中止(～２８日)

２８日(木) 期末テスト①(１、２年)・職員会議⑨

２９日(金) 期末テスト②(１、２年)

先月の学校祭合唱コンクールで最優秀金賞を受賞した
３年２組が、４日に市民文化会館で行われた旭川市小中
音楽発表会で「証」を披露してきました。順位を競うも
のではないにもかかわらず、約１ヶ月の間練習を重ねて
きました。モチベーションが上がらず、コンクール当時
のレベルを維持するのが難しい状況の中で、生徒達は歌
うことができない仲間の思いを胸に素晴らしい合唱を表
現してきました。見ていた保護者の皆様と担任と校長の
目には涙があり、歌っていた生徒自身は、跳ね返ってく
る歌声を聞いて鳥肌がたつほどでした。「チャレンジ」
を見事に体現したみなさんは、北門中の誇りです。

１～２日に２年生が宿泊研修を行いました。次年度
から修学旅行の行き先が「東京」になることも考慮し、
以下のプログラムを組んで研修を行いました。生徒達
は上記スローガンを意識しながら、誇りと責任を持っ
てそれぞれの研修に臨んでいました。宿泊したネイパ
ル深川では、見本の写真とは異なった布団をたたむの
に苦戦し、あと一歩のところで完璧団体賞を受賞する
ことができませんでした。修学旅行までに、状況に応
じて最善の方法を考え、実行に移す力を育てていきた
いと学年では考えているところです。
☆北門中→札幌(理学療法士・調理師・臨床検査技師
・救急救命士・声優・ホテルマン等専門学校体験入
学)→大通公園から班ごとに自主研修へ出発(北大・円
山公園・サンピアザ水族館等)→大通公園→ネイパル
深川→植松電気(ロケット作成・飛行体験)→北門中☆

＜救急救命士＞ ＜インストラクター＞

＜調理師＞ ＜ロケット飛行体験＞

18:30の職員室。数学の
問題を自分で考えたが答

えが出ず、友達にも聞い

たが納得できず、教科担

へ聞きにきました。これ

からの時代、学びに向か

う姿勢がとても大切です。

９日に北門中学校出身で現在、東京都交響楽団首席

ホルン奏者＜西條貴人＞様が、北海道公演の合間を縫

って後輩達へホルンのすばらしい音色と、夢を持ちそ

の夢へ向かって一歩ずつ着実に歩む大切さを教わるこ

とができました。北門町に在住していたこちらもプロ

の＜渋谷藍香＞様がピアノを演奏してくださり、本物

の演奏に生徒達は聴き入っていました。最後は、吹奏

楽部とロマンスを演奏し幕を閉じました。

２０日に吹奏楽部の定期演奏会が体育館で行われま

した。保護者会の皆様の全面的なバックアップがあり、
聴きに来た方々へ心温まるおもてなしをしていただき
ました。１年間の集大成の場として、コンクールの緊

張感とは対称的に聴いている人も演奏している部員も
一体となって吹奏楽を楽しむことができました。


